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様式１ 

平成 22 年 4 月 15 日 
団  体  の 概  要  書  

 

団 体 名 
（法人格がある場合は、その

種類を明記してください。） 

１、玉島黒崎本村南町内会（地縁団体として登記済み） 
２、NPO21世紀の環境を進める会（協賛提案） 
 

団体の所在地 
 

〒712-8126 
倉敷市玉島黒崎3373-8 

代表者氏名 古賀正策 
氏 名 藤澤勝彦 

住 所 〒712-8126 倉敷市玉島黒崎3453 
電 話 086-528-0019 

FAX 086-528-0019 

連  絡  先 
 （必ず連絡が 
 取れるところ 
 を記載して 
 ください。） E-mail info@kurashiki.co.jp 
設  立  年  月      平成 9 年 10 月 28 日 

 
 
 

団体の目的 
 
 
 

黒崎本村南町内会 
１、 回覧板の回付等地域内の住民相互の連絡 
２、 美化・清掃等区域内の環境整備 
３、 集会施設の維持管理 
４、 その他、会の目的達成に必要な事業 
 
NPO 21世紀の環境づくりを進める会 
倉敷市周辺の環境保全・地域の美化活動・倉敷に相応しい都市計画
を行政に提言。ボランティアを通して子どもの健全育成を図る。 

 
 
 
 
 
 
 

主な活動実績 
 

 
 
 

黒崎本村南町内会 
１、公会堂建設（平成20年10月） 
２、長寿会設立：公園の清掃活動・親睦 
３、千歳楽保存会設立（平成20年40年ぶりに復活） 
４、子ども会の支援 
５、環境組合支援（ゴミステーション管理）(資源ごみ、リサクル活動)（
町内清掃活動） 
６、青少年健全育成支援 
７、人権学習支援 

８、沙美海岸美化協力 
 
NPO21世紀の環境を進める会 
１、 花溢れる街に（種から育てた花の苗を市民に年3回無償配布） 
２、 新倉敷駅周辺の花いっぱい運動（花の植栽/側道に年分） 
３、 ホタルの里に挑戦中 
 

会 員 数     450人（うち主として団体の運営に携わる職員    4人） 
Webサイトの有無 
(有・無のどちらかに○) 

有    URL（                ） 
 

無 
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様式２ 

協  働  事  業  計  画  書  
テーマ区分 指定テーマ（ ３ ＆ ４ ）  

事 業 名 安心安全対策・自主防災対策・F地区計画構想（別紙詳細参照） 

 
 
 
 
 
 

事 業 の 
具体的内容 
(実施方法等も記
入してください。) 

 
 
 
 

 

平成16年16号台風により宝亀の堤防が決壊寸前になり、しかも越波で床
上浸水し死者も出るという惨事が発生しました。現在は復旧と離岸提がほ
ぼ完成しているものの、どう見ても危険で仕方なく町内はもとより近隣の町
内の住民は毎日不安を抱え脅えて生活しています。環境問題からも非常に
危険にさらされています。先の南米チリ地震の津波も岡山県が地形上危険
である情報が流れました（隣接県の広島県・兵庫県の方が安全）そして地
球規模で見てもゲリラ的豪雨・台風も昔に比較して大きくなった、想定され
る東南海地震、等々考えると、素人目でも宝亀の堤防は大変危険です。そ
こで鳥取大学松原雄平教授らに調査研究をお願いする予定です。ちなみに
松原雄平教授は、鳥取大学、大学院工学研究科社会開発工学専攻の教

授で堤防の強度・台風や津波による破壊計算等々の実績を持っておられる
権威者です。（岡山県内の技術系大学を調査した結果堤防工学の専門の
先生が居られません） 
 
 
 
 

 
 
 

想定される 
役割分担 
 
 
 

 

町内会役割 
鳥取大学松原教授らとの連絡・打合せ、 
鳥取大学松原教授らに現地調査・研究・強度計算・等々依頼 
 
備中県民局役割 
調査研究費の費用負担 
 
 

 
 
 

期待される成果 

 

将来的には国に働きかけて安心安全な堤防造りをしていただく。 
そのときに単に堤防の強化だけでなく、地域発展のためF地区として、沖合
にもう一本決壊しない堤防を造り。その土地を有効活用する。 
（詳細は別紙資料） 
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様式３ 

協  働  事  業  収  支  予  算  書  
 

区   分 予算額(千円) 内     訳 
調査依頼費 
調査研究費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100 
3000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査依頼打合せ(役員個人負担) 
岡山県 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
収 
入 
の 
部 
 
 
 
 
 
 
 計 3100  
調査依頼 
調査研究費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100 
3000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査依頼打合せ(役員個人負担) 
鳥取大学（松原教授）らに支払い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
支 
出 
の 
部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 3100  
 

























 
F地区構想によるメリット・デメリット・問題点・叩き台 
メリット 

１．宝亀の土手が切れる心配がなくなり数千人の人名が助かる 

２．黒崎新町から久々井まで安心安全な町となる 

３．玉島西南地域の活性化・黒崎新町・唐船・水玉の道路網開発が進む 

４．名称（仮称＝F地区=Family Land） 

５．玉島港の西側は水谷公の時代から埋め立て来たもともと自然破壊をして発展した土地

でもあり開発しても問題が少ないのでは 

６．小原の入出塩海岸・沙美東・沙美漁港・沙美西・岩谷・南浦・については白砂青松を

残す。 

７．倉敷駅の高架・チボリ問題も必要だが、人命にかかわることから進めては。 

８．小原漁港・勇崎漁港も残す。 

９．遊魚船・レジャーボート・ヨットハーバー・釣堀港・等々を作る 

１０． 残地はスポーツ施設（E地区玉島の森の移転）・一般住宅・駐車場 

１１． 遊魚船・レジャーボート・ヨット等の修理保守管理工場等企業誘致 

１２． 待機場・ホテル・等々 

１３． 南東側の水深の深い部分は豪華客船の発着場（C・E地区は工業港では危険） 

１４． 埋め立ての方法 

１５． 海の漂着ごみ・漂流ごみ・浮遊ごみ・海底ごみ等の捨て場になる 

１６． 近隣の大小河川のヘドロの捨て場になる 

１７． 各地遊水池のヘドロ浚渫の捨て場になる（児島湾・溜川・寄り川・等） 

１８． 各種・土木・建築・道路改修・等より出た（資源ごみを取った残り）廃棄物の埋

め立てに利用できる。 

１９． 市町村から出た焼却廃棄物の埋め立てに利用できる 

２０． PFI 方式（大手ゼネコン）でできないか？ 

２１． 調査費がつけられたら地域が元気になる 

２２． 夢のような明るい話題となる 

２３． 夢を見ないと実現しない 

２４． 岡山県知事が中心となり近隣地域・地元地方議員・倉敷市長・県議・出身国会議

員等々が党派を超えて全員で頑張れるのでは？ 

 

 

 

 

 



 

 

デメリット 

１．自然破壊・漁場がどうなるか？ 

２．海岸には松の植樹が必要？ 

３．埋め立てのため車の出入りが多くなる 

４．ノリ養殖漁業者はどうなるか？ 

５．生態系はどうなるか？ 

６．あさり・あなじゃこ等の浅瀬が失われる？ 

７．漁業補償の問題 

８．港湾の法律？ 

９．瀬戸内海国立公園法律あるか？との関連 

１０． 沿岸法律は？ 

１１． 高梁川・里見川・寄川・等々川の流れや生態系の調査？ 

１２． 莫大な費用 

１３． 予算が付くか？ 

１４． 何時のことになるやら 

１５． 現状の土手の補強でよいのでは？（コンクリート補強・ミルク注入・） 

１６． 夢のような話で現実性がない 

１７． 現在土手に補強や防波堤の工事が無駄になる 

 

 














